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富士山のつつじ

大洲散歩

大洲市役所編集企画情報課平成 2年5月1日発行

富
士
山
は
市
の
中
央
に
位
置
し
、
そ
の
秀
麗
な
姿
が

富
士
山
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
っ
伊
予
富
士
」
と
も

「
大
洲
富
士
」
と
も
呼
ば
れ
、
広
く
一
般
市
民
に
愛
さ

れ
て
い
ま
す
。

一三

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
こ
の
山
の
大
部
分
は
、

旧
大
洲
藩
主
加
藤
泰
通
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、

市
で
は
、
都
市
公
園
と
し
て
整
備
し
て
き
ま
し
た
。

昭
和
四
十
二
年
か
ら
植
裁
を
始
め
た
つ
つ
じ
は
、
現

在
で
は
約
六
万
本
に
達
し
、
冨
士
山
は
西
日
本
で
も
有

数
の
つ
つ
じ
薗
に
な
り
ま
し
た
。
四
月
下
旬
か
ら
五
月

上
旬
に
か
け
て
、
花
見
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
県
内
外
か
ら

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

「
つ
つ
じ
」
は
、
「
臨
聞
し
と
書
き
、
ツ
ツ
ジ
科
ツ
ツ
ジ

層
の
通
称
で
あ
り
、
品
種
名
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
霧

島
つ
つ
じ
」
、
「
平
戸
つ
つ
じ
」
、
「
山
つ
つ
じ
」
そ
れ
に

「
さ
っ
き
」
な
ど
を
含
め
た
総
称
を
「
つ
つ
じ
」
と
言
い

ま
す
。市

で
は
、
昭
和
四
十
九
年
に
市
制
二
十
周
年
を
記
念

し
、
つ
つ
じ
を
市
の
花
木
に
制
定
し
ま
し
た
。
現
在
で

は
名
実
共
に
士
巾
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
洲
の
春
は
、
つ
つ
じ
と
共
に
本
番
を
迎
え
ま
す
。
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平成2年 5月1日

3月定例市議会

おおず広報

三
月
定
例
市
議
会
は
、
三
月
九
日
か
ら
二
十
日
ま

で
の
十
二
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
市
長
か
ら
予

算
関
係
二
十
一
件
、
条
例
関
係
二
十
二
件
、
人
事
案

件
三
件
、
そ
の
他
六
件
の
計
五
十
二
議
案
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

最
終
日
の
二
十
日
に
は
、
正
・
副
議
長
の
選
挙
が

行
わ
れ
、
議
長
に
谷
岡
重
夫
氏
、
副
議
長
に
は
久
保

幸
一
氏
を
選
出
。
ま
た
、
退
任
し
た
高
柳
芳
久
収
入

役
に
か
わ
り
、
前
建
設
部
長
の
吉
川
徳
行
氏
の
収
入

役
就
任
が
決
定
し
ま
し
た
。

施

政

方
大
洲
市
長

平
成
二
年
度
の
市
政
の
運
営
と
施
策

の
大
綱
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

市
政
を
あ
ず
か
り
、
は
や
一
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
国
際
的
に
は

ソ
連
・
東
駄
の
情
勢
、
国
政
に
お
い
て

も
消
費
税
を
柱
と
す
る
抜
本
的
な
税
制

改
革
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
国
の
内
外
を

通
じ
て
、
ま
さ
に
変
革
と
激
動
の
一
年

で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

大
洲
市
に
お
い
て
も
、
市
制
三
十
五

周
年
を
迎
え
、
い
よ
い
よ
成
熟
し
た
都

市
形
成
の
た
め
前
進
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
年
で
し
た
。
高
速
交
通
時
代
を
前

に
、
懸
案
と
な
っ
て
い
た
四
国
縦
貫
自

動
車
道
の
計
画
は
、
伊
予

1
大
洲
聞
の

基
本
計
画
か
ら
整
備
計
画
路
線
へ
の
昇

格
、
大
洲

1
宇
和
島
聞
の
予
定
路
線
か

ら
基
本
計
画
路
線
へ
の
格
上
げ
が
決
定
。

国
道
五
十
六
号
大
洲
道
路
に
つ
い
て
も
、

順
調
に
工
事
が
進
め
ら
れ
、
平
成
四
年

度
完
成
見
込
と
な
っ
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
市
の
重
要
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

も
、
皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、
域
内

交
通
体
系
の
整
備
を
始
め
、
公
共
下
水

道
事
業
の
整
備
や
福
祉
対
策
な
ど
、

金十
桝

田

輿

ほ
ぼ
計
画
に
沿
っ
た
推
進
を
図
る
こ
と

が
で
き
た
一
年
で
し
た
。

い
よ
い
よ
二
十
一
世
紀
を
間
近
に
控

え
、
国
際
化
、
情
報
化
、
高
齢
化
の
進

展
な
ど
に
よ
り
、
経
済
社
会
は
大
き
く

変
容
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
一
九
九

0
年

代
は
、
二
十
一
世
紀
を
豊
か
な
時
代
と

す
る
た
め
の
基
礎
守
つ
く
り
を
行
う
貴
重

な
準
備
期
間
で
す
。
こ
の
と
き
に
あ
た

り
私
は
、
大
洲
が
目
指
す
「
水
と
緑
の

豊
か
な
市
民
都
市
」
づ
く
り
の
た
め
、

長
期
的
な
展
望
に
立
っ
て
、
地
域
の
特

色
を
い
か
し
た
自
主
的
・
主
体
的
な
諸

施
策
を
展
開
し
、
市
民
が
誇
り
と
愛
着

の
も
て
る
「
ふ
る
さ
と
創
生
L

に
積
極

的
に
取
り
組
む
所
存
で
す
。

重

点

施

策

以
上
の
よ
う
な
基
本
理
念
の
も
と
、

私
は
、
次
の
四
つ
の
都
市
像
マ
つ
く
り
を

市
政
推
進
の
柱
と
し
ま
す
。

第
一
快
適
で
ゆ
と
り
の
あ
る
住
み
よ

い
都
市

活
力
の
あ
る
豊
か
な
生
産
都
市

健
康
で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
都
市

第第

豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く
む
文

化
都
市

こ
れ
ら
市
政
推
進
に
あ
た
っ
て
の
庁

内
体
制
と
心
構
え
に
つ
い
て
申
し
述
べ

ま
す
。ま

ず
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た

め
、
行
政
機
構
の
強
化
を
図
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
現
行
の
総
務
部
を
再
編
分

化
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
総
務
部
・
市
民
生

活
部
と
し
、
各
行
政
分
野
の
目
的
と
役

割
を
明
確
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
事
務

事
業
の
電
算
化
に
つ
い
て
は
、
四
月
か

ら
、
計
画
し
て
い
た
全
業
務
が
電
算
処

理
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

も
う
一
点
は
、
職
員
の
心
構
え
で
す
。

今
後
も
、
市
民
の
た
め
の
行
政
目
的
達

成
の
た
め
、
全
職
員
一
丸
と
な
っ
て
「
市

民
は
豊
か
に
、
行
政
は
ス
リ
ム
に
し
を

合
言
葉
に
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

第
四

2 

予
算
の
概
要

一
臆
会
計

特
別
会
計

九
十
二
億
七
千
万
円

五
十
三
億
二
千
五
百
九

十
六
万
円

二
十
二
億
六
千
七
百
十

九
万
円

百
六
十
八
億
六
千
三
百

十
五
万
円

企
業
会
計

4企h
Eコ

言十



おおず

条

例

関

係

V
大
洲
市
歴
史
と
文
化
の
香
る
地
域
づ

く
り
基
金
条
例

大
洲
市
の
歴
史
と
文
化
を
生
か
し
た

個
性
的
で
魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
守
つ
く
り

を
進
め
、
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と

活
性
化
を
図
る
た
め
定
め
た
も
の
で
す
o

v
大
洲
市
水
田
農
業
確
立
対
策
事
業
基

金
条
例

V
大
洲
市
農
村
公
園
設
置
条
例

V
大
洲
市
事
務
分
掌
条
例
の
一
部
改
正

行
政
機
構
の
強
化
を
図
る
た
め
一
部

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

V
大
洲
市
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
支
給

条
例
の
一
部
改
正

V
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

V
有
給
吏
員
退
隠
料
条
例
臨
時
特
例
条

例
の
一
部
改
正

V
農
村
地
域
工
業
導
入
地
区
に
お
け
る

固
定
資
産
税
の
特
別
措
置
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

V
大
洲
市
立
小
学
校
校
舎
等
建
設
委
員

会
条
例
の
一
部
改
正

三
善
小
学
校
屋
内
運
動
場
の
建
設
に

伴
う
も
の
で
す
。

V
大
洲
市
立
中
学
校
校
舎
等
建
設
委
員

会
条
例
の
一
部
改
正

新
谷
中
学
校
校
舎
の
建
設
に
伴
う
も

の
で
す
。

V
大
洲
市
立
公
民
館
設
置
条
例
の
一
部

改
正久

米
公
民
館
の
設
置
に
伴
う
も
の
で

す。

広報平成2年 5月1日

V
大
洲
市
立
公
民
館
の
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

V
大
洲
少
年
自
然
の
家
設
置
条
例
の
一

部
改
正

V
大
洲
市
総
合
体
育
館
条
例
の
一
部
改

正
総
合
体
育
館
弓
道
場
の
設
置
に
伴
う

も
の
で
す
。

V
大
洲
市
集
会
所
設
置
条
例
の
一
部
改

正V
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

V
大
洲
市
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

V
大
洲
市
上
水
道
使
用
条
例
の
一
部
改

正V
大
洲
市
簡
易
水
道
使
用
条
例
の
一
部

改
正

V
大
洲
市
消
防
団
条
例
の
一
部
改
正

V
大
洲
市
総
合
体
育
館
建
設
委
員
会
条

例
の
廃
止

V
国
営
大
洲
喜
多
土
地
改
良
事
業
費
償

還
基
金
条
例人

事

案

件

V
収
入
役
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

高
柳
芳
久
収
入
役
が
、
平
成
二
年
三

月
三
十
一
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

る
の
に
伴
い
、
後
任
収
入
役
の
選
任
に

つ
い
て
議
会
の
同
意
を
求
め
た
も
の
で

す
。
後
任
に
は
、
前
大
洲
市
建
設
部
長

.
吉
川
徳
行
氏
の
就
任
が
決
定
し
ま
し

た。
A
V
吉
川
種
行
氏
の
略
歴

A'

住
所
大
洲
市
若
宮
六
九
六
番
地
四

H

生
年
月
日
昭
和
七
年
一
月
十
九
日
川

昭
和

m年
大
洲
市
事
務
吏
員
と
な
っ
た
川

後
、
会
計
課
長
、
人
事
課
長
、
税
務
課
山

V
快
適
で
ゆ
と
り
の
あ
る
住
み
よ
い
都

長
、
総
務
財
政
課
長
な
ど
を
歴
任
。
建
川
市
づ
く
り

設
部
長
を
経
て
、
平
成
2
年
4
月
大
洲
川
快
適
な
都
市
づ
く
り
の
根
幹
は
、
交

市
収
入
役
就
任
。
松
山
商
科
大
学
短
期
川
通
体
系
の
整
備
を
始
め
、
生
活
環
境
の

大

学

部

卒

業

。

川

整

備

等

社

会

資

本

の

充

実

に

あ

る

と

考

V
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
一
え
ま
す
。
高
速
交
通
時
代
を
目
前
に
ひ

め

る

こ

と

に

つ

い

て

川

か

え

、

域

内

交

通

体

系

の

整

備

が

急

務

竹
田
停
委
員
の
辞
任
に
伴
い
、
後
任
山
と
な
っ
て
き
た
今
、
市
街
地
と
の
接
続

委
員
の
選
任
に
つ
き
議
会
の
同
意
を
求
川
を
図
る
幹
線
道
路
と
し
で
、
市
道
田
口

め

た

も

の

で

す

。

山

徳

森

線

、

弁

天

田

野

々

線

の

整

備

を

積

新
し
い
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。
川
極
的
に
図
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、

O
尾
崎
書
喜
男
(
春
賀
、
日
歳
)
新
川
大
洲
停
車
場
南
線
に
つ
い
て
は
、
平
成

V
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
川
四
年
度
完
成
を
目
標
に
鋭
意
努
力
す
る

選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
川
考
え
で
す
。

い

て

川

ふ

る

さ

と

創

生

交

付

金

に

つ

い

て

は

、

槍
田
勝
美
委
員
が
任
期
満
了
と
な
っ
山
歴
史
と
文
化
を
い
か
し
た
個
性
的
で
魅

た
の
に
伴
い
、
後
任
委
員
の
選
任
に
つ
川
力
あ
る
ま
ち
づ
り
く
の
た
め
活
用
し
た

い
て
議
会
の
同
意
を
求
め
た
も
の
で
す
。
山
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
先
導
的
な

新
し
い
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。
川
施
策
の
推
進
と
し
て
、
旧
大
洲
商
工
会

O
槍
田
勝
美
(
八
多
喜
、
前
歳
)
再
山
議
所
の
保
全
・
再
整
備
を
計
画
中
で
す
。

そ

の

他

一

一

品

土

地

域

リ

ゾ

ー

ト

構

想

に

つ

い

て

4
1

川
は
、
徳
翁
公
園
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
ガ
l
デ

V
市
道
の
路
線
廃
止
に
つ
い
て
V
市
道
川
ン
等
を
中
心
と
し
た
ふ
る
さ
と
引
つ
く
り

の
路
線
認
定
に
つ
い
て
V
市
道
の
路
線
川
特
別
対
策
事
業
が
、
ま
た
、
広
域
的
ご

変
更
に
つ
い
て
V
辺
地
に
係
る
公
共
的
川
み
処
理
施
設
と
な
る
環
境
セ
ン
タ
ー
の

施
設
の
総
合
整
備
計
画
の
変
更
に
つ
い
山
整
備
に
つ
い
て
も
最
終
年
度
を
迎
え
ま

で
V
大
洲
市
水
道
事
業
(
第
四
次
拡
張
山
し
た
。
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
も
、

事
業
)
の
経
営
変
更
に
つ
い
て
V
専
決
山
一
層
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

処
分
し
た
事
件
の
報
告
並
び
に
承
認
を
山

V
活
力
の
あ
る
豊
か
な
生
産
都
市
づ
く

求

め

る

こ

と

に

つ

い

て

川

り

川
農
林
業
は
、
市
の
基
幹
産
業
で
あ
り

川
市
発
展
の
基
盤
で
す
。

A
7
年
度
は
、
中

平
成
二
年
度
の
重
点
施
策
の
説
明

山
間
部
を
中
心
に
、
地
域
の
特
性
を
い

か
し
た
農
業
の
再
編
、
活
性
化
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
ト
ピ
ア
構
想

な
ど
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
地
域
農
業

の
情
報
化
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

観
光
面
で
は
、
各
観
光
事
業
等
を
一

体
的
に
結
び
、
よ
り
充
実
し
た
総
合
的

な
推
進
を
図
り
ま
す
。

V
健
康
で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
都
市
づ
く

今
年
度
も
、
保
健
セ
ン
タ
ー
を
中
心

と
し
で
、
総
合
的
な
市
民
健
康
守
つ
く
り

推
進
事
業
、
婦
人
の
健
康
守
つ
く
り
事
業
、

老
人
の
た
め
の
健
康
守
つ
く
り
事
業
な
ど

を
更
に
充
実
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て
は
、

四
月
か
ら
全
市
で
実
施
し
、
事
業
の
定

着
化
に
努
め
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

特
殊
浴
室
を
整
備
す
る
計
画
で
す
。

V
豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く
む
文
化
都

市
づ
く
り

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
新
教
育
課

程
へ
の
的
確
な
対
応
と
個
性
重
視
の
教

育
を
進
め
、
加
え
て
、
学
校
へ
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
導
入
を
更
に
進
め
ま
す
。

施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
三
善
小
学

校
屋
内
運
動
場
の
改
築
、
新
谷
中
学
校

校
舎
の
改
築
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

社
会
教
育
の
面
で
は
、
生
涯
学
習
の

ま
ち
守
つ
く
り
の
推
進
を
始
め
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
、
同
和
教
育
の
推
進
な

ど
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

~ 3 ← 



平成2年宍月 1日おおず広報

平成2年度の当初予算
一般会計(当初予算)の推移

歳

入

一
般
会
計
の
歳
入
予
算
額
は
、
九
十

二
億
七
千
万
円
と
な
り
、
前
年
に
比
べ

て
七
億
五
千
万
円
(
約
八
・
八
%
)
増

加
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
自
主
財
源
(
市
税
、
繰
越

金
、
使
用
料
及
び
手
数
料
な
ど
)
は
、

三
十
九
億
六
十
八
万
円
と
な
り
、
歳
入

予
算
額
の
約
四
二
・
一
%
を
占
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
依
存
財
源
(
地

方
交
付
税
、
県
支
出
金
、
市
債
な
ど
)

は
、
五
十
三
億
六
千
九
百
三
十
二
万
円

で
、
歳
入
に
占
め
る
割
合
は
、
五
七
・

九
Mm
で
す
。

部
分
的
に
前
年
と
比
較
す
る
と
、
市

税
(
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動

車
税
な
ど
)
に
つ
い
て
は
、
約
五
・
四

100 

50 

%
(
一
億
四
千
六
十
一
万
円
)
の
増
、

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
も
、
約
六
・

O

%
(
一
億
七
千
百
四
十
九
万
円
)
、
国

庫
支
出
金
に
つ
い
て
も
、
約
二
・
四
%

(
二
千
六
百
三
十
六
万
円
)
増
加
し
て

い
ま
す
。

歳

出

{
総
務
費
}

V

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
集
会
所
建
設
事
業

(
五
郎
五
区
、
中
久
保
、
東
峰
集
会
所
)

に
二
千
三
百
四
十
七
万
円
V
交
通
安
全

施
設
整
備
事
業
(
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
カ

ー
ブ
ミ
ラ
i
)
に
一
千
百
万
円
V
職
員

海
外
研
修
費
に
百
八
十
万
円

{
民
生
費
}

V
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
搭
室
及

2
年
度

日
年
度

位
年
度

。

一般会計歳入

地方交付税

30i意1，665万円

(32.5%) 

その他

12億4，890万円

(13.5%) 

び
特
殊
浴
槽
整
備
事
業
(
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
)
に
九
百
六
十
九
万
円
V
老
人

家
庭
奉
仕
員
委
託
料
(
奉
仕
員
八
人
分
)

に
一
千
七
百
三
十
八
万
円
V
地
域
改
善

対
策
特
定
事
業
(
生
活
環
境
整
備
)
に

一
億
九
千
八
百
九
十
万
円

一
衛
生
費
}

V
火
葬
場
用
地
取
得
整
備
事
業
に
一
千

七
百
七
十
五
万
円
V
精
神
障
害
者
小
規

模
作
業
所
運
営
補
助
金
と
し
て
百
四
万

円
V
大
洲
市
喜
多
郡
町
村
組
合
負
担
金

(
大
洲
市
長
浜
町
環
境
セ
ン
タ
ー
建
設

事
業
関
係
)
と
し
て
二
億
二
千
六
百
三

十
四
万
円

一
農
林
水
産
業
費
}

V
国
営
大
洲
喜
多
土
地
改
良
事
業
負
担

金
と
し
て
一
億
四
千
六
百
六
十
五
万
円

V
農
村
基
盤
総
合
整
備
事
業
(
農
道
、

計

92億7，000万円

A恥

ロ

(100%) 

市税

27{:意、4，478万円

(29.6%) 

ほ
場
整
備
な
ど
)
に
六
千
五
百
六
十
五

万
円{

商
工
費
}

V
中
小
企
業
振
興
資
金
預
託
金
と
し
て

二
千
六
百
万
円
V
温
泉
開
発
調
査
委
託

料
(
地
下
水
開
発
基
礎
調
査
)
に
七
百

万
円
V
旧
大
洲
商
工
会
議
所
再
活
用
実

施
設
計
委
託
料
に
五
百
万
円

一
土
木
費
一

V
弁
天
田
野
々
線
道
路
改
良
事
業
に
一

億
円
V
榎
峠
三
号
線
道
路
改
良
事
業
に

四
千
万
円
V
田
口
徳
森
線
道
路
改
良
事

業
に
三
千
万
円
V
土
地
区
画
整
理
事
業

(
五
郎
駅
前
地
区
土
地
区
画
整
理
組
合

負
担
金
な
ど
)
に
二
千
九
百
三
十
八
万

円
V
八
幡
浜
大
洲
地
区
運
動
公
園
事
務

組
合
負
担
金
と
し
て
七
千
四
百
二
十
六

万
円
V
ふ
る
さ
と
守
つ
く
り
特
別
対
策
事

一 4



業
(
冨
士
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ガ
ー
デ
ン
整

備
事
業
、
徳
森
公
園
整
備
事
業
な
ど
)

に
三
億
三
百
二
十
二
万
円
V
大
洲
停
車

場
南
線
整
備
事
業
に
二
億
八
千
四
百
四

十
五
万
円

{
消
防
費
一

V
防
火
水
槽
及
び
消
防
施
設
新
設
工
事

補
助
金
と
し
て
百
七
十
三
万
円
V
消
火

栓
負
担
金
と
し
て
三
百
万
円
V
大
洲
地

区
広
域
消
防
事
務
組
合
負
担
金
と
し
て

一
億
八
千
二
百
九
十
八
万
円

一
教
育
費
}

V
三
善
小
学
校
屋
内
運
動
場
建
設
、
地

質
調
査
、
設
計
委
託
料
に
三
百
一
万
円

V
新
谷
中
学
校
校
舎
建
設
、
地
質
調
査
、

設
計
委
託
料
に
八
百
二
十
七
万
円
V
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
倉
庫
兼
男
子
更
衣
休

憩
室
建
設
費
に
三
百
五
十
万
円

おおず広報平成2年 5月1日

平成2年度の当初予算規模

1ZスL 計 思リ 当初予算 対前年比

自生 lZh 3L 計 92億7，000万円 8.8% 

国民健康保険 22億7，962万円 ム 7.7%

老 人 f呆 健 27億1，036万円 4.6% I 

特
国民健康保険診療所 3，732万円 5.5% 

簡 易 道 7，730万円 30.9% 

号リ
公共下水道 8，486万円 ム17.6%

lZL 三三
交 通傷害保障 789万円

土地取得造成 1，139万円 32.8% 

計
住宅新築資金等貸付 1億 489万円 ム28.1%

農業集落排水 1，233万円 687.0% 

計 53t意2，596万円 ム 3.4%

7Jて 道 5億3，187万円 8.0% 
{f ι 

国 民 宿 dιEコと 1億 306万円 ム 3.8%
業

病 院 16億2，451万円 6.0% 
J五Z、

工 業 用 水道 775万円 ム 0.4%
言十

計 22億6，719万円 5.9% 

F口L 言十 168億6，315万円 4.3% 

一般会計歳出

総額168億6，315万円
国の政府予算案は、経済の持続的な好況を

支えに、前年度当初比 9.7%増と昭和56年 度 以

来の高い伸びを示す嶺極的予算となっていま

す。しかし、地方財政環境には引き続き厳し

いものがあり、大洲市の財政状況についても

地方交付税などの伸びに期待をよせる厳しい

;1犬t兄にあります。

このような情勢下、市では、行財政全般に

わたる総合的な点検を行い、行政改革を積極

的に推進しながら、徹底した節減合理化を行

う予定です。また、政策展開の面では、健全

財政を維持しながら、諸施策を可能な限り盛

り込んだ積極的な予算編成に努めました。

そ の結果、平成 2年度の当初予算規模は、

一般会計92億 7，000万円(対前年度比 8.8%
増)、特別会計53億 2，596万円(対前年度比

3.4%減)、企業会計22億 6，719万 円 ( 対 前

年度比5.9%増)、全会計で総額168億 6，315万
円(対前年度比4.3%増)となりました。

民生費

25億847万円

(27.1%) 

(
正
・
副
議
長
の
選
挙
)

新
・
正
副
議
長

決
ま
る

三
月
二
十
日
、
木
元
秋
輝
議
長
、
宇

都
宮
敏
伯
副
議
長
の
辞
任
に
伴
い
、
正
・

副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
し
い
議

長
に
谷
岡
重
夫
氏
、
副
議
長
に
久
保
幸

一
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

両
氏
の
略
歴
は
次
の
と
お
り
で
す
。

谷
岡
重
夫
(
た
に
お
か
・
し
げ
お
)

住
所
大
洲
市
森
山
甲
二
二
七
四
番
地

生
年
月
日
大
正
十
二
年
三
月
二
十
四

日
(
訂
歳
)

総
務
商
工
委
員
会
委
員
長
、
監
査
委

員
、
市
議
会
副
議
長
な
ど
を
歴
任
。
当

選
三
回
。
大
成
尋
常
高
等
小
学
校
卒
。

自
由
民
主
党
。

5 

幸
一
(
く
ぼ
・
こ
う
い
ち
)

大
洲
市
八
多
喜
町

甲
一
四

O
二
番
地

生
年
月
日
昭
和
七
年
十
二
月
二
十
六

日
(
訂
歳
)

建
設
農
林
委
員
会
委
員
長
、
厚
生
文

教
委
員
会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
。
当
選

三
回
。
大
洲
市
立
粟
津
中
学
校
卒
。
自

由
民
主
党
。

住 久
戸斤 f呆



平成2年5月1日

大
洲
市
議
会
議
長

に谷
岡

重
夫

市
民
の
皆
様
に
は
、
市
政
伸
展
の
た

め
何
か
と
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
を
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
で
、
私
、
去
る
三
月
二
十
日
の
議

大
洲
市
議
会
副
議
長

久
保

幸

おおず広報

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
市
攻
発
展

の
た
め
、
深
い
ご
理
解
と
、
ご
協
力
を

項
い
て
お
り
ま
す
事
に
、
心
か
ら
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

会
に
お
い
て
、
図
ら
ず
も
議
長
の
要
職

に
推
挙
を
受
け
、
就
任
を
い
た
し
ま
し

た。
も
と
よ
り
浅
学
非
才
の
私
に
と
っ
て

身
に
余
る
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、

職
責
の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
、
皆
様
の
ご
支
援
ご
鞭
撞

を
い
た
だ
き
、
懸
命
の
努
力
を
い
た
す

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

大
洲
市
も
誕
生
以
来
三
十
五
年
を
過

ぎ
、
先
輩
各
位
の
努
力
と
市
民
皆
様
の

ご
協
力
に
よ
り
、
各
種
施
策
も
順
調
に

推
進
さ
れ
、
そ
の
成
果
も
着
々
と
上
が

っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
高
速
交
通
時
代
へ
の
対
応
、

正
副
議
長
あ

さ
て
、
私
は
去
る
三
月
二
十
日
定
例

市
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
図
ら
ず
も
重

責
あ
る
副
議
長
と
し
て
、
御
推
挙
を
受

け
、
こ
の
度
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
も

と
よ
り
浅
学
非
才
か
つ
経
験
乏
し
い
私

に
と
っ
て
は
、
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感

い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
支

援
を
い
た
だ
き
、
谷
同
議
長
の
指
示
の

も
と
、
与
え
ら
れ
た
使
命
を
果
す
べ
く

最
善
の
努
力
を
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。特

に
昨
今
は
国
政
の
流
動
を
始
め
、

地
方
自
治
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
き
わ

め
て
厳
し
い
中
、
そ
の
適
正
な
対
応
を

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
現
下
の
地
方
行

財
政
運
営
は
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま

す
。
私
は
、
会
計
事
務
の
管
掌
者
と
し

て
、
適
正
で
効
率
的
な
財
務
会
計
事
務

の
執
行
と
公
金
の
厳
正
な
管
理
運
用
に

こ
の
た
び
、
高
柳
収
入
役
の
ご
退
任
努
め
て
ゆ
く
決
意
で
あ
り
ま
す
。

に
伴
い
、
桝
田
市
長
よ
り
そ
の
後
任
と
大
洲
市
も
、
二
十
一
世
紀
に
向
か
っ

鳴
し
て
市
議
会
の
同
意
を
得
て
ご
選
任
を
で
高
速
交
通
時
代
へ
の
対
応
な
ど
、
都

一
い
た
だ
き
、
四
月
一
日
付
で
大
洲
市
収
市
基
盤
の
整
備
を
は
じ
め
と
す
る
重
要

…
入
役
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
私
に
と
な
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
私
は
、

…
り
ま
し
て
、
こ
の
上
な
い
光
栄
で
あ
り
市
長
の
補
助
機
関
と
し
て
、
市
長
の
ご
方

}

…

ま

す

と

と

も

に

、

責

務

の

重

大

さ

を

痛

針

の

も

と

新

し

い

時

代

へ

向

け

て

の

大

r
ノ
一
一
一
一
三
一
一
一
一
一
三
一
一
=
=
=
=
=
=
三
=
一
一
一
一
一
一
一
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
洲
市
守
つ
く
り
に
最
善
の
努
力
を
し
て
ま

一
も
と
よ
り
、
微
力
な
者
で
ご
ざ
い
ま
い
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

…
す
の
で
、
こ
の
重
責
を
全
う
で
き
る
か
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
で
も
、

既
に
高
齢
化
社
会
、
高
速
交
通
の
到
一
ど
う
か
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
市
の
職
な
わ
一
層
の
ご
指
導
・
ご
協
力
を
賜
り

釆
に
向
け
、
長
期
展
望
の
上
に
、
地
域
一
員
と
し
て
皆
様
の
温
か
い
ご
指
導
を
い
ま
す
よ
う
心
よ
り
わ
願
い
申
し
上
げ
ま

の
産
業
、
文
化
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
な
ど
一
た
だ
き
な
が
ら
勤
め
て
ま
い
り
ま
し
た
し
て
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

当
面
す
る
課
題
が
山
積
い
た
し
て
お
り
一
こ
の
三
十
六
年
間
の
経
験
を
基
に
、
誠
ま
す
。

ま
す
が
、
常
に
円
滑
な
議
会
運
営
を
通

¥
;
i
i
j
i
f
-
-
i
i
i
i
i

じ

ま

し

て

、

理

事

者

と

連

携

を

取

り

な

一

技

能

士

の

た

め

の

通

信

講

座

、
市
民
生
活
、
福
祉
の
向
上
に
全
一

力

を

尽

す

決

意

で

あ

り

ま

す

。

}

ど
う
か
、
市
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
…

支
援
と
ご
協
力
を
、
心
か
ら
お
願
い
申
…

し
上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

南
予
の
中
核
都
市
と
し
て
の
機
能
整
備
、

農
林
・
商
工
業
の
振
興
、
高
齢
化
社
会

へ
の
対
応
な
ど
、
多
く
の
課
題
が
山
積

し
て
お
り
ま
す
が
、
大
洲
の
歴
史
と
文

化
を
守
り
、
円
満
な
議
会
運
営
に
努
め
、

執
行
機
関
と
の
協
調
を
図
り
、
よ
り
一

層
の
市
政
伸
展
と
住
民
福
祉
の
た
め
に

努
力
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
皆
様
の
一
層
の
ご
協
力
を
賜
り
…

ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
、
就
任
…

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

~、
¥ 

就
任
の
ご
あ

~、
主主

-) 

大
洲
市
収
入
役

古
川

徳
行

- 6 -

!
職
業
訓
練
大
学
校
l

の 幅 者 に の で 、
講広のあ講通職
座く 皆る座信業
で、白さナ支は毒事司11
す学ん能、座練
。自が労生を大
習 必 イ 動 産 実学
し要者現施校
てとや土暴し で
いす中のでは
たる 堅 指 い
だ知技導ま次
く言裁能的すの
たを労立。要
め 、イ動場こ領

申
し
込
み
受
付
随
時

受
講
期
間
標
準
一
ヵ
年

受
講
料
一
級
八
千
二
百
四
十
円

二
級
六
千
百
八
十
円

(
い
ず
れ
も
消
費
税
を
含
み
ま
す
)

※
申
し
込
み
方
法
、
受
講
資
格
な
ど
詳

し
く
は
、
愛
媛
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

(
宮

0
8
9
9
⑫
0
3
3
4
)
ま
で
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一大洲市消防出初め式一

市
内
の
消
防
団
員
が
一
同
に
会
し

日
頃
の
訓
練
成
果
を
披
露
す
る
。
川
大
洲

市
消
防
出
初
め
式
H

が
、
三
月
四
日
、

五
郎
橋
上
流
の
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

聞
か
れ
ま
し
た
。

快
晴
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、
市
内
各

所
か
ら
約
千
人
の
関
係
者
が
集
合
。

小
型
ポ
ン
プ
操
法
、
小
隊
訓
練
な
ど
の

訓
練
披
露
を
行
っ
た
後
、
消
防
団
活
動

の
功
労
者
ら
に
表
彰
状
や
感
謝
状
が
送

ら
れ
ま
し
た
。
当
日
表
彰
さ
れ
た
人
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

一
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
}

(
精
績
章
〕
森
岡
達
(
南
久
米
)

(
勤
続
章
〕
松
井
義
太
郎
(
団
本
部
)

森
岡
達
(
南
久
米
)
中
居
和
雄
(
菅
田
)

徳
永
正
雄
(
一
二
善
)

{
愛
媛
県
知
事
表
彰
}

(
功
労
章
)
福
山
清
光
(
平
野
)

大
谷
喜
昭
(
南
久
米
)
大
塚
満
男
(
粟

津
)
白
石
栄
男
(
上
須
戒
)
松
本
秀
幸

(
消
防
本
部
)

{
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰
}

〔
竿
頭
綬
)
肱
北
分
団

〔
功
績
章
)
中
居
和
雄
(
菅
田
)

(
規
律
章
)
安
川
英
二
(
肱
南
)

堀
田
範
秋
(
南
久
米
)
西
岡
進
(
柳
沢
)

伊
賀
八
平
(
新
谷
)
新
田
勝
利
(
上
須

戒
)(

勤
続
章
)
(
十
五
年
以
上
)
西
山

好
昭
、
新
卓
三
(
肱
南
)
武
田
悦
治
、

柿
見
純
一
(
肱
北
)
谷
川
陽
彩
(
平
野
)

平
塚
公
泊
、
宮
田
和
弘
(
南
久
米
)

山
本
佳
長
(
菅
田
)
入
船
幸
重
(
大
川
)

田
中
博
(
柳
沢
)
宮
岡
幸
男
、
山
本
音

一
(
新
谷
)
松
尾
幸
穂
(
三
善
)
楠
野

茂
利
(
粟
津
)
(
十
年
以
上
)
丸
山
昇

(
肱
南
)
大
野
詞
朗
、
増
田
和
義
(
肱

北
)
井
上
喜
照
(
平
野
)
菊
地
正
夫
(
南

久
米
)
矢
野
丸
土
口
、
森
本
泰
治
(
菅
田
)

西
山
徳
美
(
大
川
)
大
石
健
喜
(
新
谷
)

東
善
樹
(
三
善
)
中
家
定
久
、
谷
本
源

(
粟
津
)
小
西
龍
次
(
上
須
戒
)

一
大
洲
市
長
表
彰
一

沖
慶
一
、
大
谷
正
明
、
松
野
隆
、
山

本
昭
文
(
肱
南
)
西
山
昭
一
、
大
野
敏

雄
、
山
崎
丈
衛
、
武
田
和
敬
(
肱
北
)

二
宮
光
男
、
宮
本
恒
美
、
浅
野
義
光
(
平

野
)
上
甲
清
行
、
新
川
静
雄
、
菊
地
茂

(
南
久
米
)
田
中
敏
夫
、
矢
野
幸
四
郎
、

新
周
泰
(
菅
田
)
中
野
己
次
、
大
野
定

徳
、
宮
内
弘
(
大
川
)
東
賢
治
、
栗
田

義
久
、
石
岡
猶
一
(
柳
沢
)
宮
岡
隆
重
、

山
田
富
夫
、
河
野
幸
生
(
新
谷
)
橋
本

英
司
、
上
野
信
一
(
三
善
)
白
石
純
一
、

徳
田
善
則
、
都
築
士
口
也
(
粟
津
)
山
本

方
宣
、
山
本
栄
虞
、
二
宮
章
(
上
須
戒
)

一
大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
会
長
表
彰
一

(
勤
続
章
〕
西
山
弘
一
(
肱
北
)

町
野
丞
典
(
菅
田
)
上
野
茂
範
(
大
川
)

池
田
満
利
(
粟
津
)

(
規
律
章
〕
酒
井
異
一
(
肱
南
)
上

甲
佳
虞
(
平
野
)
小
田
淳
(
南
久
米
)

沖
永
賀
喜
夫
(
柳
沢
)
坂
田
諭
(
新
谷
)

森
井
異
喜
男
(
三
善
)
梶
谷
聖
明
(
上

須
戒
)

{
大
洲
市
消
防
団
長
表
彰
}

菅
野
信
一
、
叶
襲
、
押
田
憲
一
、
山

下
金
之
永
二
肱
南
)
橋
本
圭
五
、
長
岡

誠
一
、
宮
田
一
寿
、
佐
賀
孝
志
(
肱
北
)

堺
支
十
久
、
柴
田
正
興
、
宮
崎
宗
延
(
平

野
)
山
本
守
、
久
保
田
克
彦
、
武
田
実

(
南
久
米
)
西
山
明
男
、
二
宮
敏
文
、

沖
野
通
義
、
費
藤
邦
男
(
菅
田
)
沖
中

良
久
、
藤
尾
保
、
湖
東
光
夫
(
大
川
)

岩
井
和
彦
、
細
川
幸
芳
、
久
保
川
深
水

(
柳
沢
)
亀
岡
玄
良
、
岡
本
敬
三
、
池

田
貴
一
、
冨
士
耕
一
(
新
谷
)
西
山
隆

司
(
三
善
)
松
下
和
秋
、
田
中
高
秀
、

清
中
建
(
粟
津
)

一
大
洲
市
長
感
謝
状
}

(
消
防
施
設
用
地
無
償
提
供
者
〕

兵
藤
政
義
(
高
山
)
福
山
清
光
(
平

野
)
二
宮
昭
介
(
松
尾
)
竹
内
衛
、
細

川
保
男
(
柳
沢
)

平
成
元
年
度

市
の
退
職
者

V
吉
川
徳
行
(
建
設
部
長
)

V
芳
岡
利

信
(
同
和
教
育
課
長
)

V
兵
頭
儀
満
(
農

業
土
木
課
事
務
専
門
員
兼
管
理
第
一
係

長
)

V
下
岡
節
久
(
建
設
課
技
術
専
門

員
兼
維
持
係
長
V
寓
代
恵
美
子
(
大
洲

保
育
所
事
務
専
門
員
兼
所
長
)
V
西
岡
操

(
粟
津
保
育
所
長
)

V
鷹
尾
正
子
(
上

須
戒
保
育
所
長
)

V
二
宮
か
ず
子
(
大

洲
学
園
、
王
査
)

V
芳
野
久
子
(
都
市
整

備
課
主
査
)

V
窪
田
哲
子
(
喜
多
保
育

所
主
査
)

V
松
本
真
治
(
税
務
課
主
事
)

V
藤
田
照
子
(
福
祉
事
務
所
事
務
補
)

V
大
野
ツ
ヤ
子
(
大
洲
病
院
副
総
婦
長

兼
外
来
婦
長
)

V
大
野
嘉
子
(
大
洲
病

院
婦
長
)

V
井
上
八
重
子
(
大
洲
病
院

副
婦
長
)

V
片
倉
千
津
子
(
大
洲
病
院

副
婦
長
)

V
兵
頭
ミ
サ
子
(
大
洲
病
院

主
任
調
理
師
)

V
久
保
田
千
恵
子
(
大

洲
病
院
主
任
調
理
師
)

7 
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吋」
【
高
額
寄
附
者
】

安
西
登
、
沢
井
尚
、
岡
山
吉
丸
(
中

村
)
、
岡
田
唯
洋
(
神
奈
川
県
秦
野
市
)



平成2年 E月1日

平
成
二
年
度

市
役
所
の
人
事
異
動

おおず

大
洲
市
は
、
四
月
一
日
付
で
百
六
十

七
人
の
人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。

今
回
の
異
動
は
、
平
成
二
年
度
の
施
策

方
針
と
重
点
施
策
に
対
応
す
る
人
材
の

配
置
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

た
め
の
も
の
で
す
。

機
構
な
ど
に
つ
い
て

山
市
民
生
活
部
を
新
設
し
、
従
来
の
三

部
制
を
四
部
制
と
し
ま
し
た
(
従
来

の
総
務
部
門
の
機
構
を
再
編
分
化
し

て
、
管
理
部
門
を
総
務
部
、
市
民
福

祉
関
連
の
執
行
部
門
を
市
民
生
活
部

と
し
た
も
の
で
す
)
。

間
企
画
情
報
室
の
名
称
を
企
画
情
報
課

に
、
農
業
開
発
課
の
名
称
を
農
林
振

興
課
に
そ
れ
ぞ
れ
変
更
し
ま
し
た
。

山
総
務
財
政
課
に
公
営
住
宅
係
を
新
設
。

建
設
部
門
に
は
、
工
事
請
負
契
約
事

務
な
ど
を
よ
り
厳
正
化
さ
せ
る
た
め

に
、
建
設
部
長
直
属
の
監
理
室
を
設

置
し
ま
し
た
。

山
間
来
庁
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る

た
め
、
市
民
課
に
総
合
窓
口
を
設
置

し
ま
し
た
。

山
川
市
立
大
洲
病
院
の
整
備
計
画
、
公
共

下
水
道
事
業
の
推
進
を
図
る
た
め
、

担
当
職
員
の
増
員
な
ど
を
行
い
ま
し

た。異
動
し
た
人
は
次
の
と
お
り
で
す
。

O
は
昇
任
者
、
(
)
内
は
旧
任

広報

本

庁

関

係

一
部
長
級
一

V
総
務
部
長
増
本
常
男

(
議
会
事
務
局
長
)

V
市
民
生
活
部
長

河
野
瑞
雄
(
総
務
部
長
)
V
建
設
部
長
。

石
田
正
雄
(
建
設
課
長
)
V
病
院
事
務
長

O
冨
永
一
組
(
総
務
財
政
課
長
)

V
議
会

事
務
局
長
橋
田
輝
雄
(
病
院
事
務
長
)

{
課
長
級
亨
企
画
情
報
課
長

O
堀
江
泰

幸
(
総
務
財
政
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼

電
算
係
長
)

V
総
務
財
政
課
長
山
本

敏
和
(
企
画
情
報
室
長
)

V
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
所
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長

河
野
登
(
商
工
観
光
課
長
兼
臥
龍
苑
支

配
人
)

V
商
工
観
光
課
長
兼
臥
龍
苑
支

配
人
中
野
賢
二
(
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
所
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
)

V
建

設
課
長
品
田
祐
三
二
水
道
課
長
)

V

水
道
課
長

O
長
田
靖
彬
(
税
務
課
長
補

佐
)

V
監
査
事
務
局
長
朝
日
安
男

(
教
育
委
員
会
教
育
次
長
兼
総
務
課
長
)

V
病
院
事
務
局
次
長

O
板
倉
博
道
(
病

院
事
務
局
主
幹
兼
次
長
兼
庶
務
係
長
)

V
教
育
委
員
会
教
育
次
長
兼
総
務
課
長

山
本
章
人
(
監
査
事
務
局
長
)

V
同

和
教
育
課
長

O
谷
本
泰
啓
(
大
洲
学
園

園
長
補
佐
)

V
学
校
教
育
課
長
西
尾

俊
二
(
県
教
育
委
員
会
)

V
県
教
育
委

員
会
白
石
一
郎
(
学
校
教
育
課
長
)

V
同
和
対
策
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
調

整
係
長
兼
業
務
係
長

O
亀
岡
国
泰
(
社

会
教
育
体
育
課
長
補
佐
兼
社
会
教
育
係

長
)
マ
建
設
部
付
主
幹
兼
監
理
室
長
兼

監
理
係
長

O
林
田
幸
利
(
都
市
整
備
課

長
補
佐
)

V
議
会
事
務
局
主
幹
兼
次
長

兼
議
事
係
長

O
津
田
高
夫
(
議
会
事

務
局
次
長
兼
議
事
係
長
)

V
社
会
教
育

体
育
課
主
幹
兼
課
長
補
佐

O
大
野
象
一

(
社
会
教
育
体
育
課
長
補
佐
)

一
課
長
補
佐
級
一

V
市
長
公
室
次
長
心

得

O
佐
伯
幸
一
(
総
務
財
政
課
事
務
専

門
員
兼
行
政
係
長
)

V
企
画
情
報
課
長

補
佐
兼
情
報
統
計
係
長
田
中
健
次
郎

(
市
長
公
室
次
長
兼
秘
書
係
長
)

V
会

計
課
長
補
佐

O
谷
本
秀
男
(
新
谷
公
民

館
事
務
専
門
員
兼
新
谷
連
絡
所
長
)

V

税
務
課
長
補
佐
大
野
茂
則
(
農
業
開

発
課
長
補
佐
)

V
市
民
課
長
補
佐
兼
戸

籍
係
長
山
本
茂
(
会
計
課
長
補
佐
)
V

農
林
振
興
課
長
補
佐
兼
農
林
構
造
改
善

係
長
西
野
茂
一
郎
(
企
画
情
報
室
次

長
兼
統
計
係
長
)

V
農
業
土
木
課
長
補

佐
兼
工
務
第
一
係
長
三
保
礼
三
(
建

設
課
長
補
佐
)

V

商
工
観
光
課
長
補

佐
兼
商
工
係
長
兼
臥
龍
苑
業
務
係
長
。

大
田
孝
一
(
商
工
観
光
課
事
務
専
門
員

兼
商
工
係
長
)

V
建
設
課
長
補
佐
兼
工

務
第
一
係
長
小
泉
勝
明
(
農
業
土

木
課
長
補
佐
兼
工
務
第
一
係
長
)

V
都

市
整
備
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長

O
浜
田

達
実
(
建
設
課
事
務
専
門
員
兼
管
理
第

一
係
長
)

V
特
定
事
業
対
策
室
次
長
兼

業
務
第
二
係
長
稲
谷
浩
一
(
特
定
事

業
対
策
室
次
長
)

V
大
洲
学
園
園
長
補

佐

O
井
上
修
(
農
業
土
木
課
事
務
専
門

員
兼
管
理
第
二
係
長
)

V
教
育
委
員
会

総
務
課
長
補
佐
兼
管
理
第
一
係
長

O
L
J

井
恒
雄
(
都
市
整
備
課
事
務
専
門
員
兼

管
理
係
長
)

V
社
会
教
育
体
育
課
長
補

佐
兼
社
会
教
育
係
長
藤
本
卓
一
(
市

民
課
長
補
佐
兼
戸
籍
係
長
兼
市
民
係
長
)

V
税
務
課
主
任
専
門
員
兼
収
納
第
一
係

長
O
二
宮
次
夫
(
税
務
課
事
務
専
門
員

兼
収
納
第
一
係
長
)

V
市
民
課
主
任
専

門
員
兼
国
民
年
金
係
長

O
白
石
肇
(
大

洲
学
園
事
務
専
門
員
兼
庶
務
係
長
)

V

保
険
衛
生
課
主
任
専
門
員
兼
衛
生
第
一

係
長

O
松
田
純
一
(
保
険
衛
生
課
事
務

専
門
員
兼
衛
生
第
一
係
長
)

V
大
洲
学

園
主
任
専
門
員
兼
庶
務
係
長

O
永
尾
喜

重
(
大
洲
学
園
事
務
専
門
員
兼
職
業
指

導
第
一
係
長
)

V
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

主
任
専
門
員
兼
庶
務
係
長

O
富
田
重
広

(
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
事
務
専
門
員
兼

庶
務
係
長
)

V
選
挙
管
理
委
員
会
主
任

専
門
員
兼
書
記
長

O
白
石
隆
寿
(
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
専
門
員
兼
書
記
長
)

一
専
門
員
一

V
企
画
情
報
課
事
務
専
門

員
兼
企
画
調
整
係
長
兼
広
報
広
聴
係
長

小
島
健
市
(
企
画
情
報
室
事
務
専
門
員
兼

企
画
係
長
)

V
総
務
財
政
課
事
務
専
門

員
兼
公
営
住
宅
係
長

O
松
岡
良
明
(
特

定
事
業
対
策
室
業
務
第
二
係
長
)

V
税

務
課
事
務
専
門
員
兼
固
定
資
産
税
係
長

O
西
山
隆
夫
(
税
務
課
固
定
資
産
税
係

長
)

V
税
務
課
事
務
専
門
員
兼
市
民
税

係
長

O
城
戸
秀
光
(
税
務
課
市
民
税
係

長
)

V
福
祉
事
務
所
事
務
専
門
員
兼
庶

務
第
一
係
長

O
神
崎
純
子
(
福
祉
事
務

所
庶
務
第
一
係
長
)

V
福
祉
事
務
所
事

務
専
門
員
兼
庶
務
第
二
係
長

O
垣
内
哲

(
福
祉
事
務
所
庶
務
第
二
係
長
)

V
建

設
課
事
務
専
門
員
兼
管
理
第
二
係
長
。

梅
原
行
雄
(
建
設
課
管
理
第
二
係
長
)

V
建
設
課
技
術
専
門
員
兼
工
務
第
二
係

長
O
城
戸
良
一
(
建
設
課
工
務
第
二
係

長
)

V
建
設
課
技
術
専
門
員
兼
維
持
係

長
柁
原
明
敏
(
建
設
課
技
術
専
門
員

兼
工
務
第
一
係
長
)

V
都
市
整
備
課
技

術
専
門
員
兼
公
共
下
水
道
係
長

O
坂
本

慎
(
都
市
整
備
課
公
共
下
水
道
係
長
)

V
都
市
整
備
課
技
術
専
門
員
兼
都
市
計

画
係
長
有
友
貞
夫
(
都
市
整
備
課
技

術
専
門
員
兼
街
路
係
長
)

V
特
定
事
業

対
策
室
事
務
専
門
員
兼
業
務
第
一
係
長

O
三
瀬
正
勝
(
特
定
事
業
対
策
室
業
務

第
一
係
長
)

V
大
洲
学
園
事
務
専
門
員

兼
職
業
指
導
第
一
係
長
矢
野
字
(
総

務
財
政
課
事
務
専
門
員
兼
文
書
係
長
兼

交
通
安
全
係
長
)

V
大
洲
病
院
事
務
局

事
務
専
門
員
兼
庶
務
係
長
滝
野
弘
志

(
農
業
開
発
課
事
務
専
門
員
兼
農
林
構

造
改
善
係
長
)

V
中
央
公
民
館
事
務
専

門
員

O
尾
崎
公
男
(
中
央
公
民
館
係
長
)

一
係
長
級
}

V
市
長
公
室
秘
書
係
長

O

徳
永
善
彦
(
市
長
公
室
主
査
)

V
企
画

情
報
課
電
算
係
長

O
平
田
隆
志
(
総
務

財
政
課
主
査
)

V
総
務
財
政
課
文
書
係

長
兼
交
通
安
全
係
長
井
上
利
男
(
教

育
委
員
会
総
務
課
管
理
第
一
係
長
)

V

総
務
財
政
課
行
政
係
長
神
一
冗
崇
(
市

長
公
室
広
報
広
聴
係
長
)

V
総
務
財
政

課
財
政
第
二
係
長

O
藤
田
修
(
総
務
財

政
課
主
査
)

V
市
民
課
市
民
係
長

O
山

本
ミ
ナ
エ
(
建
設
課
主
査
)

V
保
健
セ
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おおず

ン
タ

i
保
健
指
導
係
長

O
森
澄
子
(
菅

団
連
絡
所
)

V
農
業
土
木
課
管
理
係
長

O
山
本
幸
一
(
市
民
課
国
民
年
金
係
長
)

V
建
設
課
管
理
第
一
係
長

O
松
田
宗
彦

(
保
健
セ
ン
タ
ー
主
査
)
V
都
市
整
備
課

公
園
係
長
青
木
優
幸
(
都
市
整
備
課

都
市
計
画
係
長
)

V
新
谷
公
民
館
係
長

兼
新
谷
連
絡
所
長

O
井
上
徹
(
税
務
課

主
査
)

V
大
洲
学
園
職
業
指
導
第
三
係

長
西
山
豊
雄
(
同
和
対
策
課
調
整
係

長
兼
業
務
係
長
)

V
学
校
教
育
課
学
校

教
育
係
長

O
福
桝
富
子
(
学
校
教
育
課

主
査
)

V
市
長
公
室
総
括
主
査

O
菅
原

一
子
(
市
長
公
室
主
査
)

V
農
業
土
木

課
総
括
主
査

O
東
谷
忠
俊
(
農
業
土
木

課
主
査
)

V
都
市
整
備
課
総
括
主
査

O

西
岡
道
泰
(
都
市
整
備
課
主
査
)

V
都

市
整
備
謀
総
括
主
査

O
村
上
英
二
郎

(
都
市
整
備
課
主
査
)
V
大
洲
学
園
総
括

技
師
芳
我
洋
子
(
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健

指
導
係
長
)

V
社
会
教
育
体
育
課
総
括

主
査

O
池
田
京
子
(
社
会
教
育
体
育
課

主
査
)

{
主
査
・
主
事
な
ど
}

V
総
務
財
政
課

主
査

O
新
野
武
男
(
総
務
財
政
課
)

V

会
計
課
主
査

O
亀
井
要
和
(
会
計
課
)

V
税
務
課
主
査

O
矢
野
豊
明
(
大
洲
病

院
事
務
局
)

V
福
祉
事
務
所
主
査
新

田
ヨ
シ
子
(
市
民
課
主
査
)

V
福
祉
事

務
所
主
査

O
森
田
比
登
志
(
農
業
委
員

会
事
務
局
)

V
保
健
セ
ン
タ
ー
主
査

今
川
英
治
(
建
設
課
主
査
)

V
農
林
振

興
課
主
査

O
沼
田
英
輔
(
農
業
土
木
課
)

V
農
林
振
興
課
主
査

O
吉
岡
一
(
税
務

課
)

V
農
業
土
木
課
主
査

O
白
石
良
一

広報平成2年5月1日

(
農
業
土
木
課
)

V
農
業
土
木
課
主
査

O
矢
野
文
康
(
水
道
課
)

V
商
工
観
光

課
主
査

O
松
本
一
繁
(
総
務
財
政
課
)

V
建
設
課
主
査
山
本
美
智
子
(
学
校

教
育
課
主
査
)

V
建
設
課
主
査

O
上
田

信
幸
(
建
設
課
)

V
都
市
整
備
課
主
査

O
大
野
直
(
都
市
整
備
課
)

V
都
市
整

備
課
主
査
大
野
令
子
(
市
民
課
主
査
)

V
議
会
事
務
局
主
査

O
曽
根
恭
輔
(
議

会
事
務
局
)

V
久
米
公
民
館
主
査

O
池

田
文
昭
(
農
業
開
発
課
)

V
市
長
公
室

丸
山
幸
宏
(
税
務
課
)

V
企
画
情
報
課

武
田
康
秀
(
市
長
公
室
)

V
企
画
情
報

課
冨
田
徹
(
総
務
財
政
課
)

V
企
画

情
報
課
福
居
長
幸
(
総
務
財
政
課
)

V
総
務
財
政
課
(
上
級
主
事

)
O新
穂

哲
徳
(
福
祉
事
務
所
)

V
税

務

課

大

藤
美
樹
(
市
民
課
)

V
税

務

課

柁

原

宏
志
(
福
祉
事
務
所
)

V
税
務
課
(
上

級
主
事

)
O福
岡
稔
(
税
務
課
)

V
市

民
課
冨
永
恵
一
(
農
業
開
発
課
)

V

保
険
衛
生
課
山
崎
重
信
(
同
和
対
策

課
)

V
福
祉
事
務
所
(
上
級
主
事

)
O

武
田
真
彦
(
福
祉
事
務
所
)

V
同
和
対

策
課
後
藤
秀
一
(
農
業
開
発
課
)

V

農
林
振
興
課
(
上
級
主
事

)
O林
田
稔

徳
(
農
業
開
発
課
)
V
農
林
振
興
課
(
上

級
主
事

)
O木
藤
幸
治
(
農
業
開
発
課
)

V
農
業
土
木
課
沖
水
哲
仁
(
大
洲
学

園
)

V
建
設
部
付
監
理
室
仲
岡
貴
志

(
選
挙
管
理
委
員
会
)

V
建
設
課
(
上

級
主
事

)
O森
岡
照
久
(
建
設
課
)

V

都
市
整
備
課
(
上
級
主
事

)
O篠
原
雅

人
(
都
市
整
備
課
)

V
水

道

課

山

本

稔
(
保
険
衛
生
課
)

V
平
野
連
絡
所

松
本
文
子
(
大
川
連
絡
所
)

V
菅
田
連

絡
所
城
戸
千
年
(
八
多
喜
連
絡
所
)

V
八
多
喜
連
絡
所
谷
本
加
代
(
平
野

連
絡
所
)

V
社
会
教
育
体
育
課
(
上
級

主
事

)
O栗
田
浩
治
(
社
会
教
育
体
育

課
)

V
選
挙
管
理
委
員
会
門
多
広
樹

(
建
設
課
)

V
農
業
委
員
会
事
務
局

山
本
賢
(
都
市
整
備
課
)

V
大
洲
病
院

事
務
局
(
上
級
主
事

)
O大
野
浩
司

(
大
洲
病
院
事
務
局
)

V
大
洲
病
院

山
元
弥
栄
子
(
菅
田
保
育
所
)

大

洲

病

院

V
主
任
専
門
員
兼
検
査
第
一
係
長

O
前

田
冨
雄
(
技
術
専
門
員
兼
検
査
第
一
係

長
)

V
技
術
専
門
員
兼
理
学
療
法
係
長

O
山
崎
康
豊
(
理
学
療
法
係
長
)

V
総

括
主
査

O
福
田
浩
二
(
主
査
)

V
婦
長

O
佐
々
木
智
子
(
副
婦
長
)

V
婦
長

O

入
船
昭
美
(
副
婦
長
)

V
副
婦
長

O
袖

岡
富
子
(
技
師
)

V
副
婦
長

O
田
丸
千

寿
子
(
技
師
)

V
副
婦
長
心
得

O
竹
田

京
子
(
技
師
)

保
育
所
な
ど

{
専
門
員
一

V
大
洲
保
育
所
事
務
専
門

員
兼
所
長

O
渡
辺
圭
子
(
新
谷
保
育
所

長
)

V
肱
南
保
育
所
事
務
専
門
員
兼
所

長

O
楠
緑
(
喜
多
保
育
所
長
)

V
喜
多

保
育
所
事
務
専
門
員
兼
所
長

O
伊
賀
正

江
(
徳
森
保
育
所
長
)

V
久
米
幼
稚
園

専
門
員
兼
主
任
教
諭

O
松
森
節
子
(
久

米
幼
稚
園
主
任
教
諭
)

一
係
長
級
一

V
大
洲
学
園
児
童
指
導
第

二
係
長

O
石
丸
松
子
(
肱
南
保
育
所
主

任
保
母
)

V
徳
森
保
育
所
長
隅
田
静

子
(
菅
田
保
育
所
長
)

V
菅
田
保
育
所

長
佐
々
木
富
美
子
(
柳
沢
保
育
所
長
)

V
柳
沢
保
育
所
長

O
井
上
芙
美
子
(
新

谷
保
育
所
主
任
保
母
)

V
新
谷
保
育
所

長
吉
岡
喜
美
子
(
肱
南
保
育
所
長
)

V
粟
津
保
育
所
長

O
口
町
田
妙
子
(
肱
北

保
育
所
主
任
保
母
)

V
上
須
戒
保
育
所

長
谷
淵
百
合
子
(
大
洲
学
園
児
童
指

導
第
二
係
長
)

V
喜
多
保
育
所
総
括
主

査
兼
主
任
保
母

O
福
岡
ヒ
サ
コ
(
喜
多

保
育
所
主
任
保
母
)

V
南
久
米
保
育
所

総
括
主
査
兼
主
任
保
母

O
森
岡
孝
江

(
南
久
米
保
育
所
主
任
保
母
)

{
保
母
な
ど
}

V
肱
南
保
育
所
主
任
保

母
O
梶
原
恵
都
子
(
徳
森
保
育
所
主
査
)

V
肱
北
保
育
所
主
任
保
母

O
小
越
和
子

(
菅
田
保
育
所
主
査
)

V
大
成
保
育
所

主
任
保
母

O
富
永
泊
代
(
大
洲
保
育
所

主
査
)

V
柳
沢
保
育
所
主
任
保
母

O
小

嶋
弘
子
(
大
成
保
育
所
主
査
)

V
新
谷

保
育
所
主
任
保
母

O
大
藤
美
代
子
(
新

谷
保
育
所
主
査
)

V
三
善
保
育
所
主
任

保
母

O
谷
本
絹
子
(
上
須
戒
保
育
所
主

査
)

V
上
須
戒
保
育
所
主
任
保
母

O
大

野
節
子
(
肱
北
保
育
所
主
査
)

V
大
洲

学
園
主
査
増
岡
典
子
(
粟
津
保
育
所

主
査
)
V
大
洲
学
園
亀
井
ひ
と
み
(
大

成
保
育
所
)

V
大
洲
学
園
中
井
順
子

(
新
谷
保
育
所
)

V
喜
多
保
育
所
吉

田
葉
子
(
大
洲
学
園
)

V
肱
北
保
育
所

新
勝
子
(
大
洲
保
育
所
)

V
徳
森
保
育

所
主
査
三
井
喜
美
(
柳
沢
保
育
所
主

査
)

V
徳
森
保
育
所
清
中
祥
子
(
大

洲
学
園
)
V
徳
森
保
育
所
奥
野
静
(
肱

北
保
育
所
)

V
菅
田
保
育
所
同
一
栄

(
徳
森
保
育
所
)

V
大
成
保
育
所
主
査

村
上
玲
子
(
三
善
保
育
所
主
査
)

V
新

谷
保
育
所
菊
地
慶
子
(
大
洲
学
園
)

V
新
谷
保
育
所
神
田
異
弓
(
上
須
戒

保
育
所
)

V
大
洲
幼
稚
園
松
盛
た
か

ゑ
(
喜
多
幼
稚
園
)

V
喜
多
幼
稚
園

福
住
一
栄
(
平
野
幼
稚
園
)

V
平
野
幼

稚
園
都
築
静
子
(
大
洲
幼
稚
園
)

V

南
久
米
小
学
校
矢
野
重
子
(
蔵
川
小

学
校
)

V
大
成
小
学
校
白
石
敬
子
(
肱

東
中
学
校
)

V
蔵
川
小
学
校
松
岡
富

子
(
大
成
小
学
校
)

V
新
谷
小
学
校

岩
田
道
子
(
南
久
米
小
学
校
)

V
肱
束

中
学
校
原
田
延
子
(
新
谷
小
学
校
)

新
規
採
用
臓
員

- 9ー

V
大
洲
病
院
外
科
医
長
佐
々
木
伸
文

V
企
画
情
報
課
梶
谷
博
昭
V
総
務
財

政

課

脇

坂

剛
V
市
民
課
木
村
真
純

V
市
民
課
藤
岡
由
香
利
V
福
祉
事
務

所

遠

香

和

江
V
農
林
振
興
課
福
島

誠
人
V
都
市
整
備
課
押
田
清
V
都
市

整
備
課
蔵
本
茂
樹
V
大
洲
保
育
所

岸
睦
美
V
久
米
幼
稚
園
宮
部
香
V
平

野
幼
稚
園
神
岡
智
子
V
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
西
岡
明
彦
V
学
校
給
食
セ
ン

タ

ー

渡

美

喜

子

V
大

洲

病

院

尾

上
夏
恵
V
大
洲
病
院
上
田
輝
V
大
洲

病

院

村

田

泉
V
大
洲
病
院
井
上
悦

子
V
大
洲
病
院
佐
々
木
愛
美



平成2年 5月1日

総
穆

v・《

久
米
公
民
館
落
成

久
米
地
区
待
望
の
久
米
公
民
館
が
こ
気
運
が
高
ま
り
、
平
成
元
年
に
は
、
久

の
度
完
成
し
、
三
月
二
十
九
日
、
落
成
米
公
民
館
建
設
委
員
会
が
発
足
。
昨
年

式
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
落
成
式
に
は
、
十
二
月
着
工
さ
れ
ま
し
た
。

地
元
関
係
者
ら
約
二
百
人
が
出
席
、
公
完
成
し
た
公
民
館
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

民

館

の

完

成

を

祝

い

ま

し

た

。

リ

i
ト
一
部
二
階
建
で
、
総
事
業
費
約

久
米
公
民
館
は
、
長
年
に
渡
り
、
肱
一
億
四
千
万
円
。
一
階
に
は
、
ス
テ
i

南
公
民
館
久
米
分
館
と
し
て
活
動
を
展
ジ
を
備
え
た
大
ホ
l
ル
の
外
、
事
務
室
、

聞
し
て
き
ま
し
た
。
昭
和
六
十
一
年
、
調
理
実
習
室
な
ど
が
あ
り
二
一
階
に
は
、

市
議
会
・
教
育
委
員
会
へ
公
民
館
建
設
図
書
室
、
会
議
室
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

陳
情
が
な
さ
れ
た
の
に
伴
い
、
建
設
の
す
。

広報 おおず

館
、
民

、
、
公

ー
米久たし成宇ん

九

企

血

〈久米公民館平面図〉
控
室

機
械
室厚生年金・国民年金還元融資で

医療機器を整備充実
く〉市立大洲病院く〉

大ホール

研修室

階

ローカ

市立大洲病院では、日進月歩する医療需

要の高度化-多様化に対応するため、毎年、

最先端の医療機器 な ど を 購 入 し 、 地 域 医 療

の中核病院として、鋭意努力しています。

平成元年度は、カラードプラ(心臓用カ

ラー超音波映像装置)、電子内視鏡(内視鏡

ビデオ映像装置)、エコーカメラ(腹部超音

波診断装置)、血管撮影X線検査装置の医療

機器を厚生年金・国民年金還元融資で整備

充実しました。 階2
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平成2年 5月1B 

自衛官を募集

おおず

ま
ご
こ
ろ
の

お
く
り
も
の

(
敬
称
略
)

広報

金

一

封

東

京

都

窪

田

伸

金

一

封

徳

森

岸

米

服

金

一

封

新

谷

町

亀

井

隆

金
一
封
(
チ
ャ
リ
テ
ィ
パ
ザ
i
文
化

祭
売
上
金
)
大
洲
中
央
公
民
館
内
大

洲
市
連
合
青
年
団

金
一
封
(
チ
ャ
リ
テ
ィ
パ
ザ
l
収
益

金
)
柚
木
愛
媛
生
協
大
洲
市
組
合

員
一
同

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
若
宮
公
民
館
へ
)

若

宮

吉

岡

猛

金
一
封
(
三
善
地
区
社
協
へ
)

多

田

城

戸

庸

安

金
一
封
(
久
米
地
区
社
協
へ
)

阿

蔵

尾

中

巌

金
一
封
(
菅
団
地
区
社
協
と
市
社
協

へ

)

菅

田

町

小

野

孝

親

金
一
封
(
お
見
舞
返
し
を
南
久
米
地

区

社

協

へ

)

北

只

三

好

康

子

金
一
封
(
寄
付
金
を
福
祉
ボ
ラ
ン
テ

ィ

ア

基

金

へ

)

大

阪

市

真

鍋

武

金
一
封
(
長
寿
の
感
謝
の
し
る
し
と

し
て
新
谷
地
区
社
協
ヘ
)

新

谷

西

山

義

範

金
一
封
(
ロ
ビ

i
展
チ
ャ
リ
テ
ィ
パ

ザ
i
収
益
金
を
肱
北
公
民
館
へ
)

中
村
肱
北
公
民
館
内
料
理
教
室

.
七
宝
焼
・
肱
北
婦
人
会

金
一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
・
上
須

戒
老
人
会
・
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金

へ

)

上

須

戒

上

川

好

邦

金
一
封
(
野
田
鶴
寿
会
と
香
田
地
区

へ

)

平

野

町

柳

川

国

男

(
物
品
の
口
座
)

手
作
り
お
子
玉
三
百
個
(
市
内
保

育
所
へ
)
大
洲
市
連
合
婦
人
会
的

亀

井

悦

子

あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ

せ
で
い
た
だ
き
ま
す
。

皇室
見雪、

法

週

間

五
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
一
週
間

は
、
憲
法
週
間
で
す
。

日
本
国
憲
法
で
は
、
基
本
的
人
権
の

尊
重
が
基
本
原
則
の
一
つ
に
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
基
本
的
人
権
と
は
、

「
わ
れ
わ
れ
人
聞
が
人
間
と
し
て
生
き

て
い
く
た
め
に
必
要
な
最
も
大
切
な
権

利
」
で
す
。

し
か
し
、
最
近
の
社
会
情
勢
を
見
る

と
、
憲
法
の
保
障
す
る
こ
の
基
本
的
人

権
は
、
残
念
な
が
ら
正
し
く
認
識
さ
れ

て
い
る
と
は
一
言
え
ま
せ
ん
。
も
う
一
度
、

憲
法
の
精
神
を
十
分
に
理
解
し
、
ま
ず

相
手
の
立
場
を
考
え
て
豊
か
な
人
間
関

係
を
つ
く
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
の
中
で
、
人
権
を
侵
さ
れ
た

り
、
侵
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
人
は
、
お

近
く
の
人
権
擁
護
委
員
又
は
法
務
局
、

あ
る
い
は
そ
の
支
局
に
ご
相
談
く
だ
さ

自衛隊では、若人が入隊、活躍

されることを其月f寺としています。

1応募 資格:18歳以上-27歳未満

2給与:初任給(月額121，000円)

期末・勤勉手当(年 3回、

合計5，1ヵ月分)の外、各

種手当が、職務や勤務条

件によって支給されます。

3衣食住:食事、宿舎費が無料の

外、被月IIなども全て無

料 で支給又は貸与され

ます。

4任期告1]隊員については、特別退

職子当 が 支 給 さ れ ます。

例 1任期 (2年:陸上)終了

日寺 : 100日 (456，300円)

詳し く は 、 市 役 所 (fi⑪ 2111内

線 250) 又は自衛隊愛媛地方連絡

部 (fi⑪ 4123) までお問しミ合せく

ださし」

探務総認器
「
解
放
運
動
へ
の
歩
み
L

部
落
差
別
は
我
が
国
固
有
の
問
題
で

す
。
そ
れ
は
世
界
人
権
規
約
で
い
う
、

「
社
会
的
身
分
、
門
地
、
出
生
L

な
ど

に
か
か
わ
る
差
別
の
問
題
で
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
性
格
を
持
つ
差
別
問
題
は
、

我
が
国
だ
け
で
な
く
、

A
7
や
人
類
の
自

由
と
平
和
を
求
め
る
願
い
と
な
っ
て
、

国
際
的
に
も
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る

グ
ロ
ー
バ
ル
な
う
ね
り
と
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
潮
流
の
中
で
日
本

国
憲
法
の
理
念
が
生
か
さ
れ
、
我
が
国

の
人
権
意
識
も
高
ま
り
を
示
し
て
き
で

い
る
の
で
す
。
す
な
わ
ち
二
人
ひ
と
り

が
、
こ
の
よ
う
な
国
際
的
国
内
的
人
権

尊
重
の
思
潮
に
理
解
を
深
め
、
人
権
意

識
を
更
に
高
め
て
い
く
中
で
、
部
落
差

別
の
解
消
を
め
ざ
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
部
落
解
放
基
本
法
制
定
実

行
委
員
会
は
、
昭
和
六
十
年
に
全
文
十

四
か
条
の
基
本
法
を
発
表
し
、
制
定
運

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
の
基
本
法

に
つ
い
て
要
約
し
ま
す
と
第
一
条
は
、

「
部
落
問
題
の
根
本
的
か
つ
速
や
か
な

解
決
を
図
る
た
め
、
国
・
地
方
公
共
団

体
及
び
国
民
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る

と
共
に
、
そ
の
施
策
の
目
標
及
び
目
標

を
達
成
す
る
た
め
の
基
本
的
事
項
を
定

め
て
、
差
別
の
な
い
民
主
社
会
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
法
案 人

権
と
同
和
教
育

)
 

絹
川
町

ιl
 
(
 

で
あ
る
」
と
述
べ
て
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
全
文
は
四
項
目
に
分
類
で
き
ま
す
。

け
部
落
問
題
の
解
決
の
重
要
性
を
明

ら
か
に
す
る
。

リ
環
境
改
善
や
職
業
の
安
定
及
び
教

育
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
で
の
改
善
の
必
要

性
を
明
ら
か
に
す
る
。

日
部
落
問
題
の
正
し
い
認
識
を
確
立

す
る
と
共
に
、
人
権
意
識
の
普
及
の
必

要
性
を
明
示
す
る
。

四
身
元
調
査
や
雇
用
関
係
に
お
け
る

差
別
行
為
に
対
す
る
法
的
規
制
の
必
要

性
を
明
示
す
る
。

と
な
っ
て
い
ま
す
。
換
言
す
れ
ば
、
人

権
基
本
法
と
も
一
一
一
口
え
ま
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
解
放
運
動
に
た
ず
さ
わ

る
者
の
念
願
で
あ
る
基
本
法
が
制
定
さ

れ
て
も
、
高
齢
者
の
中
に
は
、
自
分
の

育
っ
て
き
た
時
代
に
身
に
つ
け
た
経
験

や
知
識
に
と
ら
わ
れ
、
偏
見
に
全
く
気

づ
か
な
い
人
も
あ
り
、
そ
れ
が
差
別
を

伝
承
し
か
ね
な
い
こ
と
に
も
な
る
の
で

す
。
従
っ
て
、
若
い
世
代
の
人
々
は
、
そ

の
誤
り
を
根
気
強
く
説
得
し
、
正
し
い

理
解
を
求
め
て
い
く
努
力
が
必
要
で
し

ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
老
い
も
若

き
も
め
い
め
い
の
立
場
を
尊
重
し
な
が

ら
、
共
に
学
習
し
て
い
く
こ
と
が
何
よ

り
も
望
ま
れ
る
の
で
す
。

以
上
で
、
「
解
放
運
動
へ
の
歩
み
」

の
項
を
終
り
ま
す
。
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平成2年5月1日

旅
の
忠

出

好

官一

子
(
三
の
丸
)

ぐ

ω温
ち
怒
人
情
に
ふ
れ
ク
-Y

日
曜
市
の
見
物
と
本
場
の
カ
ツ
オ
の

た
た
き
が
食
べ
た
く
て
、
日
曜
日
の
早

朝
、
車
で
大
洲
を
出
発
し
た
。

内
f

下
町
か
ら
小
田
町
を
通
り
国
道
三

十
三
号
線
へ
、
美
川
村
を
下
っ
て
高
知

市
に
向
っ
た
。

肱
川
支
流
の
小
田
川
に
は
、
朝
も
や

が
真
綿
の
細
い
筋
の
よ
う
に
川
面
を
流

れ
、
見
下
ろ
し
た
川
底
の
石
が
一
つ
一

つ
数
え
ら
れ
る
程
の
清
流
で
あ
る
。
私

の
幼
い
頃
の
肱
川
橋
付
近
を
思
い
出
さ

せ
て
く
れ
た
。

九
時
前
に
高
知
市
内
に
着
き
、
高
知

城
裏
手
の
駐
車
場
に
入
る
。
そ
こ
か
ら

歩
い
て
五
分
程
で
朝
市
の
入
口
に
着
い

た
。
大
勢
の
人
の
流
れ
が
後
を
た
た
ず

永
い
伝
統
と
市
民
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ

て
い
る
様
子
が
一
目
で
わ
か
っ
た
。
何

事
に
お
い
て
も
、
継
続
は
力
と
な
る
も

の
だ
と
思
っ
た
。

田
舎
の
お
ば
さ
ん
、
海
辺
の
お
ん
ち

ゃ
ん
(
お
じ
さ
ん
)
た
ち
が
、
庖
頭
に

坐
り
高
知
弁
丸
出
し
で
、
に
ぎ
や
か
な

こ
と
と
い
っ
た
ら
う
る
さ
い
く
ら
い

0

時
間
の
た
つ
の
も
忘
れ
て
、
市
場
を
つ

つ
む
心
温
か
な
人
情
に
ふ
れ
る
こ
と
が

人
情
昧
の
厚
い

土
地
柄
に
ひ
か
れ
て

藤岡ちゑをさん

(平野)

おおず広報

V
出
身
は
、
群
馬
県
吾
妻
郡
で
す
。

V
主
人
と
は
、
前
橋
市
内
で
勤
め
先
が

一
緒
に
な
り
知
り
合
い
ま
し
た
。

V
結
婚
後
は
、
主
人
の
仕
事
の
関
係
で

九
州
・
京
都
・
岡
山
な
ど
を
転
々
と
し
、

十
六
年
前
に
八
幡
浜
へ
や
っ
て
来
ま
し

た
。
海
の
幸
、
山
の
幸
が
豊
富
で
、
気

候
も
良
く
、
何
よ
り
も
人
情
味
の
厚
い

土
地
柄
に
ひ
か
れ
て
定
住
を
決
意
し
、

大
洲
へ
や
っ
て
来
た
の
が
、
昭
和
五
十

一
年
の
こ
と
で
す
。

V

い
ろ
い
ろ
な
土
地
で
生
活
し
ま
し
た

が
、
気
候
や
方
言
が
一
番
に
そ
の
土
地

を
語
っ
て
く
れ
ま
す
ね
。
最
初
鳥
取
へ

で
き
た
。

昼
は
、
待
望
の
本
場
カ
ツ
オ
の
た
た

き
を
食
べ
に
行
く
。
新
鮮
な
カ
ツ
オ
を

わ
ら
火
で
あ
ぶ
り
、
底
独
特
の
タ
レ
が

つ
け
ら
れ
て
お
り
、
ス
ー
パ
ー
で
売
ら

れ
て
い
る
も
の
と
は
文
句
な
し
に
違
っ

て
い
た
。
屈
の
主
人
の
話
で
は
、
高
知

県
の
西
部
幡
多
郡
に
行
く
と
、
子
供
が

泣
け
ば
「
タ
タ
キ
食
わ
す
ぞ
」
と
言
っ

た
だ
け
で
す
ぐ
泣
き
や
む
く
ら
い
、
カ

ツ
オ
の
季
節
に
は
、
朝
昼
晩
と
嫌
に
な

る
程
食
卓
に
上
る
そ
う
だ
。

楽
し
か
っ
た
日
帰
り
の
旅
、
帰
路
も

ハ
ン
ド
ル
を
握
る
主
人
:
:
:
本
当
に
ご

苦
労
さ
ま
。

稼
い
だ
時
に
は
、
外
国
に
で
も
来
た
み

た
い
で
、
話
を
し
て
い
て
も
全
然
内
容

の
つ
か
め
な
い
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し

た
。
で
も
、
大
洲
へ
来
た
頃
に
は
、
方

言
の
こ
と
で
悩
ん
だ
記
憶
が
あ
り
ま
せ

ん
。
時
代
の
流
れ
と
共
に
、
昔
な
が
ら

の
方
言
も
少
し
づ
っ
姿
を
消
し
て
い
る

ん
で
し
ょ
う
ね
:
・
:
:
:
。

V
大
洲
は
物
静
か
な
人
が
多
い
の
で
、

最
初
は
少
し
寂
し
い
感
じ
さ
え
し
て
い

ま
し
た
が
、
そ
れ
が
こ
の
土
地
の
大
き

な
魅
力
で
も
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。

V
今
は
詩
吟
に
夢
中
な
ん
で
す
。
詩
吟

を
始
め
様
々
な
活
動
に
参
加
し
て
、
た

く
さ
ん
の
人
と
知
り
合
い
、
毎
日
を
楽

し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

大汁1'1隣保館では、開設10周年を記念して各

種行事を計画しています。 5月12日(土)を

中心に開催いたしますので、 i多数ご来館くだ

さしミ。

1 .ロビー展(12日一14日)

木彫、人形、藤、編物、生花、書道

〈販売コーナーあり〉

2 .餅まき (12日午後 1時30分)

3. パ ネ ル 展 示 (12日一14口)

・小-中-高生の人権ポスタ

・中学生による「世界人権差別」調査の展示

4. その他 (12日午後 1時)

農産物直売や缶ジュース販売、大洲学園

協力による花販売の外、体験による餅っき

.パ←ベキューを予定しています。

10周年記念行事の

お知らせ
大洲隣保館一

新
刊
図
書
案
内

読
み
聞
か
せ

G
・
ト
レ
リ

i
ス
著

歴
史
一
誕
生
1

N

H

K

取
材
斑
編

仏
教
美
術
入
門
1

平
凡
社

エ
ベ
レ
ス
ト
街
道
内
田
良
平
著

海
外
旅
行
L
A
D
Y
S
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク

今

井

博

子

著

全
予
測
卯
年
代
の

H
本
牧
野
昇
他
著

税
制
こ
そ
国
家
の
背
骨
早
房
長
治
著

平
成
経
済
に
何
が
起
こ
る
か

山
本
雄
二
郎
著

死

体

は

語

る

上

野

正

彦

著

男
前
に
な
っ
て
ほ
し
い
大
橋
歩
著

ダ
ウ
ン
症
の
子
を
も
っ
て正

村
公
宏
著

家

庭

管

理

論

宮

崎

礼

子

他

編

た
っ
た
5
つ
の
冴
え
た
や
り
か
た

-
市
立
図
書
館
・

nノム

北
村
年
子
編
著

日

本

語

大

辞

典

講

談

社

わ

く

の

ほ

そ

道

田

辺

聖

子

著

夢
遊
王
国
の
た
め
の
音
楽島

田
雅
彦
著

歌
と
鏡
舌
の
戦
記
筒
井
康
隆
著

児

童

館

増

田

み

ず

こ

著

植

物

性

恋

愛

松

本

伺

子

著

人

斬

り

剣

奥

儀

津

本

陽

著

竜

の

極

上

・

下

高

橋

克

彦

著

蓄

磁

の

雨

田

辺

聖

子

著

食

わ

せ

ろ

/

景

山

民

夫

他

著

生
か
さ
れ
て
あ
る
日
々
三
浦
綾
子
著

春
美
日
歳
の
日
本
大
谷
昭
宏
著

お
母
さ
ん
は
宇
宙
人
橋
幸
夫
著
~



おおず

企古式礼射

弓
道
場
が
完
成

命

"
J
A
-
7

弓
道
愛
好
家
待
望
の
新
弓

道
場
が
、
総
合
体
育
館
横
に

完
成
。
三
月
三
十
一
日
、
道

場
聞
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

完
成
し
た
弓
道
場
は
、
射
止

場
棟
(
百
六
十
一
平
方
メ

i

ト
ル
)
と
的
場
棟
(
三
十
二

F
J

平
方
メ
ー
ト
ル
)
か
ら
成
り
、

γ一日

い
ず
れ
も
鉄
筋
平
屋
建
て
で

vd人

す

。

っ

道
場
聞
き
に
は
、
地
元
関
舎

係
者
ら
約
六
十
人
が
参
加
。

県
弓
道
連
盟
の
伊
賀
上
同
会

長
が
、
鎌
倉
時
代
の
装
束
で

古
式
礼
射
を
披
露
し
ま
し
た
。

広報平成2年 5月1日

場'b'広がる駅前Ili勢
とを見光大抄1'[0コ玄関口ミ大洲駅前

広 場 の 整 備 が 完 成 し 、 観 光 客 や 市

民の目を楽しませています。今回

の整備て¥広場には新たに噴水付

きのモニュメントと時計台が設置

されました。

モニュメントは、直径10メートル、高さ 5

メ ー ト ル で 、 中 央 に は ス テ ン レ ス 製 の 三 角 柱

オブジエが立てられています。オブジエの回

りから噴水が上り、夜間は、紫・緑・オレン

ジ色のスポットが色を添えます。

時計台はやぐら式で¥大洲ロータリークラ

ブ寄贈の時計 2面が備えられています。

ズ
tr 

手

五
月
は
赤
十
字
社
員

増
強
運
動
月
間

五
月
は
、
「
赤
十
字
社
員
増
強
運

動
月
間
し
と
し
て
、
社
員
増
強
、

社
資
募
集
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

例
年
の
と
お
り
、
各
区
長
さ
ん
を

通
じ
て
お
願
い
し
ま
す
の
で
、
赤

十
字
運
動
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

今月の納税3月末までの

軽自動車税全期

大洲市内の交通事故

3月末現在 昨年同期

件数 5 0 4 9 

負傷者 7 1 5 9 

死者 。 1 納期は5月31日です

- 13← 



平成2年5月7日

相談こと案内
いずれも無料です。気軽にご

利用くださしミ。

惨交通事故相談

と き 5月 8日 10時~15日寺

5月21日ク

ところ 市役 所 3階会議室

砂人権相談

とき 5月21臼 13時一16時

ところ 社 会福祉協議会事務局

砂法律相談

と き 5月 7日 13日寺~16日寺

ところ 社 会福祉協議会事務局

砂心配こと相談

とき 5月 l日、 10日、 25日

13時~16時

ところ 社会福祉協議会事務局

砂家庭児童相談

と き 毎日の執 務 時 間 中

ところ 大 洲 市 福祉事務所

砂行政相談

と き 5月19日 9 8寺~12日寺

ところ 市役 所 2階会議室

急ぐ時はE⑫ 3794 (玉木)まで

砂社会保険相談

と き 5月7、21日10日寺一168寺

ところ 大洲商工会議所

担当 松山西社会保険事務所

砂栄養士による健康相談

と き 5月24日 13日寺~15日寺

ところ 大洲市保健センター

対象的歳以上の人

惨何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大 洲 隣 保館宮⑫6100

大洲福祉会館fi@0947

砂不動産無料相談

と き 5月15日 9 8寺~16日寺

ところ 宅建協会 大 洲 支 部

フヂエダ花庖 2階 、 常 磐 町 4

線
鍵
一
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
J

乳

幼

児

健
康
診
断

実

施

日

該

当

者

5
月
8
日
(
火
)
平
成
元
年
ロ
月
生
※

5
月
日
日
(
木
)
昭
和
臼
年
日
月
生

5
月
日
日
(
火
)
平
成
元
年
9
月
生
※

5
月
幻
自
(
火
)
平
成
元
年
6
月
生
※

5
月
却
日
(
火
)
昭
和
白
年
4
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時

i
m
時
加
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
品
母
子
健
康
手
帳

成
人
病
・
胃
が
ん
検
診

実

施

日

場

所

5
月
1
日
(
火
)
粟
津
農
協

受
付
時
間

8
時
加
分
1
1
時
加
分

検
診
料
胃
が
ん
に
つ
い
て
は
9
0
0

円
、
成
人
病
に
つ
い
て
は
随
時

広報 おおず

婦
人
が
ん
検
診

実

施

日

場

所

5
月
8
日
(
火
)
平
野
連
絡
所

5
月
9
日
(
水
)
南
久
米
連
絡
所

受
付
時
間
日
時
l
H
時

検
診
料
子
宮
が
ん
検
診

7
0
0
円

乳
が
ん
検
診

2
0
0
円

部
歳
以
上
の
女
性

対
象
者

肺

が

ん

検

診

実

施

日

5
月
日
日
(
水
)

場

所

時

間

農
協
久
米
庖

9
時
加
分
l
m
時

市

民

会

館

日

時

1
1
時
加
分

保
健
セ
ン
タ
ー
日
時
加
分
l
u
時

徳
森
児
童
セ
ン
タ
ー
日
時
1
日
時
別
分

新

谷

連

絡

所

同

時

l
M
時
却
分

検
診
料
検
疾
の
必
要
な
人
4
0
0
円

対
象
者

ω歳
以
上
の
人

健

康

相

談

日
時

5
月
9
日
と
5
月
お
日

9
時
加
分

1
ロ
時
、
日
時
1
日
時

場
所
市
役
所
二
階
会
議
室

5
月
3
日

(
木
)

5
月
4
日

(
金
)

5
月
5
日

(
土
)

5
月

6
日

(
日
)

5
月
日
日

(
日
)

沢
井
小
児
科
(
中
村
)

宮
⑫
7
5
3
0

大
洲
中
央
病
院

宮
⑪
4
5
5
1

泉
内
科
(
東
大
洲
)

宮
⑪
6
4
0
7

大
洲
中
央
病
院

E
@
4
5
5
1
 

松
元
産
婦
人
科
(
中
村
)

E
@
3
0
6
7
 

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

5
月
初
日

(
日
)

5
月
訂
日

(
日
)献

血
の
お
知
ら
せ

次
の
よ
う
に
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

5
月
2
日
(
水
)

場

所

時

間

伊
予
銀
行
大
洲
支
居

9
時
加
分

1
日
時
加
分

鮒
日
本
た
ば
こ
産
業
日
時
1
ロ
時

市

立

大

洲

病

院

日

時

i
M
時

5
月
古
田
(
火
)

鮒
松
下
寿
電
子
工
業
9
時
加
分

1
日
時

歯

科

相

談

(

大

洲

保

健

所

実

施

日

内

容

5
月
日
日
(
火
)
成
人
歯
科
相
談

5
月
お
臼
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

受
付
時
間
日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ

て
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

E
@
3
1
6
5
 

経
口
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

小
児
ま
ひ
予
防
の
経
口
生
ポ
リ
オ
ワ

ク
チ
ン
の
投
与
を
次
の
日
程
で
実
施
し

ま
す
。
免
疫
を
つ
く
る
た
め
の
投
与
で

す
か
ら
、
該
当
者
は
必
ず
受
け
て
く
だ

さ
い
。

該
当
者
(
次
の
期
間
に
生
れ
た
人
)

一
回
目
平
成
元
年
7
月
1
日
か
ら

平
成
二
年
1
月
目
白
ま
で

二
回
目
平
成
元
年
2
月
1
日
か
ら

平
成
元
年
6
月
旬
日
ま
で

追
加
者
生
後
3
ヵ
月
か
ら
4
ヵ
月

の
乳
幼
児
で
、
今
ま
で
に
2

回
服
用
で
き
て
い
な
い
者

14 -

実
施
日

5
月
初
日
(
水
)
連
絡
所
管
内
の
人

5
月
白
日
(
木
)
肱
南
・
久
米
・
肱
北

・
喜
多
地
区
の
人

時

間

口

時

加

分

l
H
時

場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
晶
母
子
手
帳
、
問
診
票
の
な
い

人
は
印
鑑

金

無

料

事ヰ
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